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研究会報告

2023年4月に大阪大学中之島芸術センターが開
設され、本センターの研究活動の一環として「社
会福祉とアート」研究会を立ち上げました。この
研究会は、社会福祉領域におけるアートの意味を
問い直して、取り組みへの市民参加の可能性をさ
ぐることを目的としています。同年11月25日（土）
にメンバーの研究発表会をおこない、夕方からは
ドキュメンタリー映画『プリズン・サークル』の一般
上映会をおこないました。

第１回　社会福祉とアート研究会

日時：11月25日（土）11:00–20:00
場所：大阪大学中之島センター3階セミナー室
主催：大阪大学美学研究室

第1部　今に生きるラスキン

There is no wealth but life 
ラスキンとモリスに見る「命」の意味 

横山千晶（慶應義塾大学）

大阪ラスキンモリスセンター報告 
吉田英司（studio-L）・倉沢郁子（関西外国語大学）

第2部　生きることの美学

においによって呼び覚まされる記憶とナラティブ
高齢者のための香りのアート回想法の実践 

岩崎陽子（嵯峨美術短期大学）

ドキュメンタリー映画におけるケアの表象
想田和弘の『精神』シリーズを例に 

東 志保（大阪大学）

スウェーデンのスロイド運動における市民参加 
池山加奈子（大阪大学）

第3部　釜芸のこれから

釡ヶ崎芸術大学
上田假奈代さんを囲んで

第4部　映画上映会

坂上香監督『プリズン・サークル』
意見交換会

シンポジウム報告

日本デザイン学会・芸術工学会・道具学会・基礎
デザイン学会・意匠学会からなるデザイン関連学
会ネットワークは年に一度、共同でシンポジウムを
実施してきました。今回は、意匠学会を当番学会
として、ソーシャルデザインについて考える機会と
しました。

第７回 デザイン関連学会シンポジウム
ソーシャルデザイン 過去・現在・未来

2023年9月30日13:00–17:30
オンライン開催

開催挨拶　
藤田治彦｜意匠学会（大阪大学名誉教授）

主旨説明
高安啓介｜意匠学会（大阪大学）

Lovely Interaction Design for Sustainability
工藤芳彰｜日本デザイン学会（拓殖大学）

教育・法律・チャリティー
ヴィクトリア朝の工芸デザインとソーシャル・ネットワーク
横山千晶｜意匠学会（慶應義塾大学）

景観力という名のソーシャルデザイン
藤本英子｜芸術工学会（京都市立芸術大学）

デジタルアートを活用した教育としてのソーシャル
デザイン
渡邉哲意｜道具学会（宝塚大学）

ソーシャルデザインの方法論深化に向けて
複雑な社会関係と相互影響の視点から
水内智英｜基礎デザイン学会（京都工芸繊維大）

ディスカッション　
歴史 ｜哲学 ｜実践 ｜教育｜未来

159 論考 158
高安啓介 社会デザインと理想の社会




